
令和７年２月１７日 

保護者の皆様 

相模原市立横山小学校 

校 長  佐藤 由起 

 

令和６年度 「よりよい学校づくりアンケート」の結果について 

 

 日頃より、本校の教育活動に、ご理解ご協力いただきありがとうございます。 

 さて、１２月に実施いたしました令和６年度教育活動についての意識調査「よりよい学校づくりアンケート」

にご協力いただきまして、ありがとうございます。児童に行いましたアンケートとともに集計結果をまとめま

したので、ご報告いたします。 

 

１ アンケート結果 

〈児童に関すること〉 
設問①                       設問② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問③                        設問④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童 学校の授業はわかりやすい 

保護者 お子様は学校で学習した内容が身についている 

児童 学校は楽しい 

保護者 お子様は学校生活を楽しんでいる 

児童 学習したことを自分の生活に役立てている 

保護者 お子様は学んだことを生活に生かそうとしている 

児童 自分で考えて進んで学習したり活動したりしている 

保護者 お子様は自分から学習に取り組もうとしている 
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設問①②④については、児童も保護者も「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」との回答がいずれも

８割を超えており、多くの児童にとって「学校は楽しいところ」「学校の授業はわかりやすい」「学習したこ

とを自分の生活に役立てている」と認識していることが伺えます。引き続き、全児童が「そう思う」となる

よう、誰一人取り残さない教育を推進してまいります。 

設問③については、児童と保護者の回答に差がみられます。８割を超える児童が、自分から学習や活動に

取り組んでいると回答しているのですが、家庭学習においては、自分から学習を進めることに課題があるこ

とが伺えます。発達段階や個に応じた宿題のあり方について検討し、高学年では自分で学習計画を立てて進

められることを目指し、低学年のうちから主体的な学びが積み上がっていくように取り組みを進めてまいり

ます。 



 

 

設問⑤                       設問⑥ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

設問⑦                       設問⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学校教育に関すること〉（設問⑨ ⑫～⑯までは保護者のみのアンケート） 

設問⑩                       設問⑪ 

  

                        

                         

              

                

 

 

 

 

児童 挨拶を進んでしたり先生に丁寧な言葉で話そうとし

たりしている 

保護者 お子様は挨拶や礼儀正しい態度が身についている 

児童 友だちのことを思いやったり優しくしたりしている 

保護者 お子様は人を思いやる心や優しい態度が育っている 

児童 健康や安全に気をつけて生活しようとしている 

保護者 お子様は健康で安全な生活をしようとしている 

児童 自分のいいところを学校生活で生かしている 

保護者 お子様は自分のよさを生かそうとしている 

児童 学校や先生は一人一人を大事にしている 

保護者 学校は一人一人の個性を大事にしている 
児童 学校や先生は学校が安心できる場所になるよう取り組んでいる 

保護者 学校は子どもが安心して通える場所になるよう取り組んでいる 
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設問⑥の「思いやり・やさしさ」設問⑧の「健康で安全な生活」は、児童、保護者共に肯定的な回答がほ

ぼ９割を占めています。横山小の児童のよい点であると捉えています。 

また、設問⑤の「礼儀正しい態度」については、昨年の保護者アンケート（肯定的な回答６８％）と比較

して肯定的な回答が約１０％伸びました。これは、高学年の委員会を中心とした「挨拶運動」や登下校時に

見守りをしていただいている地域の方たちの積極的な挨拶の取り組みが学校生活に根付いてきた成果の一つ

ではないかと捉えています。学校での取組が日常の生活でも当たり前となるよう褒め励ましてまいります。 

設問⑦では「そう思う」の割合が８割を超えています。何事にも前向きに自分のよさを生かそうする横山

小の子どものよさの表れです。「思いやり・やさしさ」「礼儀正しさ」「自分を生かす力」は、未来を切り開

いていく子どもたちには欠かせない資質・能力です。様々な機会を捉えて伸ばせるよう努めてまいります。 
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設問⑨               設問⑫               設問⑬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問⑭               設問⑮           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問⑨から⑭までは、学校の取り組みについての回答結果です。いずれも、保護者の「そう思う」「どち

らかと言えばそう思う」と回答した割合は８割以上となっており、概ね達成できたと考えます。 

特に、設問⑩の「個性の尊重」と設問⑪の「安心な学校」については、「そう思う」の回答が児童で約６

割となり、「どちらかと言えばそう思う」を合わせると９割を超えました。学校として大切にしてきた取り

組みが子どもたちに伝わっていたことを大変嬉しく思います。しかしながら、これらのことは誰一人残さず

全児童に対して行わなければならないことです。１００％を目指して引き続き課題として、取り組んでまい

ります。設問⑭の「丁寧な対応」については、常に全職員で心がけてきたことです。高く評価していただ

き、ますます励みになります。設問⑮の「身に着けたい３つの力」については、昨年度より認知度が低い結

果となりました。今後は保護者の皆様にわかりやすく取組についての情報を発信してまいります。 

学校は子どもの主体性を育てることに

取り組んでいる 

4.9% 

０．７% 

学校や学年の行事（運動会 遠足 宿泊行事 授

業参観 個人面談等）の内容は適切である 

３．２% 
１．１% 

学校の様子や情報は各種たよりや

HP、Gメール等で把握ができる 

０．７% 

学校や職員は、保護者からの相談や

連絡に丁寧に対応している 

３．５% 

清新中学校区の小・中学校が連携し

て取り組んでいる「身につけたい３

つの力」について知っていますか 

設問⑯ 

キャリア教育の４つの力のうち、特

にお子さんに身につけさせたい力を

一つお選びください 
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